
 

 

 

 

 

言葉で思いを伝えるということ 

                               校 長  松本 えりか 

 私たちは，日常生活の中で「言葉」を通じて，自分の気持ちを伝え合い，意思疎通を図って

います。そして，言葉は相手の心を解きほぐす力がある一方，相手の心をズタズタに傷つけて

しまう力ももっています。これは，親子であっても，友だちであっても同じです。 

私たちはどのような言葉を選び，自分の思いを相手に伝えているでしょうか。言葉は，人と

の関係を築き，雰囲気を醸し出す大切なものだと思います。下の詩は，言葉が秘めている力に

ついて考えさせられ，私の心に強く残っている詩です。 

今年度の保護者アンケートの中で，「よく当てはまる」の評価が一番低かったのは，「周りの

人に対して，ふさわしい言葉遣いをしている」でした。 

「一つの言葉」に込められた意味の重さを考えて話し，いろいろなことを言葉から感じ取る

ことのできる感性豊かな子どもたちを私たちは育てていかなければならないと思っています。 

そのために，学校でも相手を意識した言葉遣いができるようにこれからも指導し続けていき

ます。ご家庭でも，お子様とともに考える機会をつくっていただけたら幸いです。 
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＜校長室カフェ＞～ホットな情報～ ９話 子どもの心に栄養いっぱい 
両津吉井小には，本を好きな子に育ってほしいという願いをもってボランティアをしてくだ

さっている方がいます。月に４回学校に足を運び，朝学習の時間に読み聞かせをしてください

ます。時期に合わせてどんな本を読もうかを一生懸命考え，その季節にふさわしい本を読んで

くださいます。話を聞いた後の子どもたちの心は，栄養でいっぱいになります。子どもたちの

ために，お仕事に行く前のボランティアありがとうございます。 
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   ＜２月号＞ 

『一秒の言葉』    小泉 吉宏 

「はじめまして」 

この一秒ほどの短い言葉に 一生のときめきを感じることがある 

「ありがとう」 

  この一秒ほどの短い言葉に 人のやさしさを知ることがある 

「がんばって」 

  この一秒ほどの短い言葉で 勇気がよみがえってくることがある 

「おめでとう」 

  この一秒ほどの短い言葉で 幸せにあふれることがある 

「ごめんなさい」 

  この一秒ほどの短い言葉に 人の弱さをみることがある 

「さようなら」 

  この一秒ほどの短い言葉が 一生の別れになるときがある 

 一秒に喜び 一秒に泣く   一生懸命 一秒 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

《３月の予定》   
 
３月 １日（金）外国語活動 六送会  

後期ＰＴＡ総会 学級懇談会 
    ４日（月）あいさつ運動（～８日放送） 

        全校朝会 
   ６日（水）読み聞かせ（下学年） 

７日（木）音楽朝会（式歌練習） 
８日（金）交通安全街頭指導 外国語活動 
     委員会※4年生も参加 

   １１日（月）地域子ども会 
   １２日（火）卒業式練習① 

１３日（水）読み聞かせ（上学年） 
１４日（木）卒業式練習② 

   １５日（金）外国語活動 

１８日（月）午前授業 給食後下校 
   １９日（火）卒業式予行練習 

午前授業 給食後下校 
   ２０日（水）３学期終業式 給食なし 
     ２１日（木）春分の日 

２２日（金）第５７回卒業証書授与式 
      ※サドテレビ「将来の夢」放送日 

   ２５日（月）離任式 
 

 
※３月２５日（月）～４月５日（金） 
       学年末・学年始休業 

 
  ※４月８日（月）31年度始業式 入学式 
    
 

 

＜ 両津吉井小学校の教育を語り合う会 ＞ 
２月１日（金），今年度最後の「両津吉井小学校の教育を語り合う会」が実施されました。今回は

教育委員会の本多アヤ子指導主事から，コミュニティスクール設置に向けての説明をしていただき

ました。また，学校の教育活動について参会の皆さんからご意見をいただきました。次年度の教育

活動に生かしていきたいと思います。 

＜コミュニティスクール設置に向けて＞ 

○佐渡市は 32年度からすべての学校がコミュニティスクール化される。 

※「コミュニティスクール」･･･学校を「学校・家庭・地域の協働の場」として保護者や地域が「自分たちの学

校」という当事者意識をもって活動し，活気ある地域社会を実現させていくもの。 

○地域との連携を密にして，コミュニティスクール運営の仕組み作りを進めていく。 

＜佐渡市への要望＞ 

○地区では国道の信号設置を毎年要望している。人命が第一なのだから学校でも市でも前向きに進

めてほしい。 

○コミュニティスクールをつくるからには学校統合しないという方針を示してほしい。 

＜学校教育活動について＞ 

○教育活動や教育方針の説明が不十分ではないか。→少人数の意見であってもしっかりと受け止め

ていく必要がある。また，年度始めに学校の考えをしっかりと保護者に周知する必要がある。年度

途中でも意見を聞く機会（校長室カフェ等）を設けていく。 

○鬼太鼓や能に取り組んでいる学校は吉井小だけである。活動をとおして地域の皆さんにももっと

興味をもってほしい。 

○子どもの頃に能や鬼太鼓にふれることは意義が大きい。子どもに教えることで自身の学びにもな

る。子どもの頃の学びはしっかりと覚えている。 

○子どもたちが「夢・志がある」と言えるのはふるさと学の成果である。今後も継続・発展させて

いくべきである。 

○「ふるさと学」を地域や保護者の協力体制の下，継続・発展させることで学校の伝統となってい

く。なぜ「ふるさと学」をすすめ，継続するのか，その大切さを保護者や地域へ伝えていく必要が

ある。 

○地域でもしっかりと挨拶ができる子どもがいる。よいところをどんどん見つけていきたい。 

○児童虐待・いじめ・不登校等，子どもを取り巻く環境は課題が多い。学校だけでなく，家庭や地

域の役割は大きい。 


